
論文

ポスト・ビザンツ期の人物のエクフラシス
ー「ディゲニス・アクリティス O版」等を素材としてー

橘孝司

1.問題点

古代修辞学の具体的な技術作法はヘルモゲネス Hermogenes(2世紀)、アプ

トニオス Aphthonios(4世紀)等の古代後期の教本(TIpoYUl1vaσ問 Tα)によって後

の時代に継承されていった。これらの教本では入門者の訓練用に様々なレトリ

ックの技術が解説されているが、そのうち 8L内γ1]凶(短い物語)及び、前OlTOLla(仮

想弁論)と並んで後代に人気を博したのがさ吋pασt宮(細密描写)の技術である九

ヘルモゲネスによれば、エクフラシスは次のように定義される九

"EK中pασi吉長σTLAOyoS'甘EPLηyημαTLKO宮・・・長vαpy内宮 Kα.iUπ'oψLV aywv TO 

8ηλOUμEVOV. rエクフラシスは提示の対象を、目前に初練とするように明瞭

に描写する言表である」

ピザンツ期には建物、都市、狩猟、人物等がエクフラシスの格好の題材とし

て用いられ、様々な応用例が残されている九また、ピザンツ騎士ロマンスでは、

若いヒロインの美貌を読み手に伝える常套手段になっている九その際の具体的

な描写の順序がアプトニオスやミュラのニコラオスの述べる「上から下へ」、

すなわち、身体の上部にある部位(頭、髪)から始めて、下部にある部位(口、

四肢)へ向かうべし、という規定を守っている点は注目すべき特徴である九

筆者は橘(1992)でピザンツ民衆文学の英雄詩「ディゲニス・アクリティス」に

見られる人物のヱクフラシスを分析し、具体的にどの身体部位が、どのように

描写される傾向にあるのか、 「上から下Jへという規定は守られているのか、

という点を調査した。その際、比較の対象として、ほぽ同時代のコムネノス朝

擬古体ロマンスのエウスタシオス・マクレンポリテス「ヒュスミネとヒュスミ

ニアス物語J(12世紀)及びやや時代の下るパレオロゴス朝民衆語ロマンス「ベ

ルタンドロスとクリュサンツァJ (14-15世紀)を合わせて考察した。これらを

その先駆けとして影響を与えた古代後期ロマンスのアキレウス・タティオス「レ
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ウキッペーとクレイトボーン物語J (後 2世紀)と比較したところ、古代後期

には比較的控えめだった人物のエクフラシスは、時代が下るとともに詳細にな

る傾向があることが明らかになった。しかしながら、描かれる身体部位は増え

ていくものの、 「上から下」という描写の順序は概ね守られており、また、あ

る部位は他よりも好んで描写される(特に、身体ないし顔の上部に位置する部

位、すなわち髪、顔、目、眉)ことも示された針。

本稿は、その考察の継続である。 12ー15世紀のピザンツ後期にロマンスの中

に埋め込まれる形で愛好された人物描写は、ピザンツに続く時代には、どのよう

に継承されて行くのだろうか。現代人の目には、ともすると冗漫で退屈と映りか

ねないこの技術は、時代の推移とともに廃れてしまうのだろうか。この点をポス

ト・ピザンツ期(15-17世紀)の作品で検証することにしたい。取り上げる作

品は「ディゲニス・アクリティス O版J、 「ユダヤ娘マルカザの物語J、騎士

ロマンス「インベリオスとマルガロナ」である。 rディゲニス・アクリティス」

と「インベリオスとマルガロナJにはピザンツ期の版があり、ポスト・ビザンツ

期の唱好と比較するのに便利である。 rユダヤ娘マルカザの物語」は「ディゲニ

ス・アクリティス O版」とほぼ同時期の作品で、内容のモチーフにも類似点が

少なくない。さらにこれら三作品に加えて、ロドス島の恋愛詩とジュストス・グ

リコスの教訓詩「死の嘆き、生の虚無、神への回帰」にも言及したい。

2. rディゲこス・アクリティス O版J[Lambros， 1880] 7) 

「ディゲニス・アクリティス」は 12世紀項に原本が成立したとされる英雄詩

であり、六つの異本で伝わる。そのうち最も古い二つはグロッタフエラータ版

(以下、 G版)とエスコリアル版(以下、 E版)と呼ばれる。この二つに基づい

て Z版と呼ばれる一種の混合版が生じたと想定され(但し現存せず)、この Z

版からはトレピゾンド版(以下、 T版)、アンドロス版(以下、 A版)が生まれ

た。さらに 17世紀には同じく Z版系統に脚韻をつけたオックスフォード版と散

文に書き換えた散文版が作られている 8) このうち、橘(1992)では古い世代に

属する G，E，A版を考察の対象とした。

本稿で分析するのは、より後代に成立したオックスフォード版(以下、 O版)

である。冒頭に付された緒言によると、書き手は(ヒオス島の)僧イグナティ

オス・ペトリツィス ('IyvaTlOSTIETpi.TU1]S). 1670年の執筆というから、ピザン

ツ帝国崩壊の二世紀後、クレタの首都イラクリオン陥落の一年後のことになる。

O版の荒筋は「ディゲニス」の古い諸版をほぼ辿っている。すなわち、サラセ
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ン太守のロマニア公領襲撃、娘イリーニの略奪、太守と娘の兄との一騎打ち、

和解、太守のキリスト教徒への改宗が前段。後段では息子ディゲニスの武勇が

語られ、将軍の娘エヴゾキアの略奪、将軍達の追撃、将軍との和解、冒険、英

雄の死で終わる。全体的に当世風に書き改められているのが特徴であり、例え

ば、サラセン太守はトルコ人になり、セルピアの名が現れ、兵士達は銃を担ぐ

という具合である。また、興味深いのは、ベトリツィスが古典の素養を持って

いることであり、作品中にダヴィデ、雄牛(ペネロペ?)、ゼウスとガニュメ

デ、アプロディテとアドニス等の言及がある他、エウリピデス、アリストパネ

ス、テオクリトス、ピオンの作品からのパラフレーズを含んでいる。

さて、人物のエクフラシスに目を向けてみよう。古い版 (G，E，A版)ではデ
アミール

ィゲニスの母イリーニ、その夫太守、ディゲニス、その妻エヴゾキアといった

主要な登場人物の外貌の描写がなされる。ところが、 O版の対応する箇所では描

写が簡単になるか、或いは全く見られない。例えば、 G 版ではディゲニスの父
アミール

太守が次のように描写される (Mavrogordato1956， 1巻 30・38行)9)。

エミー"

'Hvα問 pa宮TωνEUγEVφv叫，0UC1L耐aTO宮吋oBpa， 高貴でたいそう富裕なる太守がいた。

中p即時CJEφ宮TE凶TOXO宮間LロνBpda宮ElSaKpO宮， 深慮と猛々しさは限りなく、

ou IlEAa宮ω宮Al9[OTTE宮， aAAaEav96宮， ωpa[o宮. エチオピア人のように黒くなく、金援の美男、

日ゆか apTlTOγEVELOV EUTTpETT白TaTOV，CJYOupoν. 巻きあがる髭をはや見事に茂らせ、

E[XEV 0中PUBLV甘ETTaνOVKa9aTTEp廿E仙 EYμ石川町 居は豊かに絡み合う、

pA年同 yopyov，EVDBovov，πADP11S Ep町内 yeμOV， 愉楽に輝く目は魅惑に溢れ、

ω宝poBovEC日比TElAEVEν 凶0中TOII叩 0<1φ甘011， 顔の中から輝き出づること蓄磁のごとく、

崎町JTTαp[CJCJlV印VOσTOVTηvηAuc(avexωV， その見事な背丈は糸杉のよう、

e(TTEPαVTl宮 lBφνaUTOVElKOVl EOlKEVaL. 自にする者は彼を絵に喰えようとする.

ところが、 O版の対応箇所は随分とそっけない(141・144行)。

KaTaB・EKeLVOVTOV KaLpOV市OVTl宮avBpElω凶VO宮その頃、一人の勇者がいた。

TOUpKO雪山yaAo宮AIl11pa宮戸判JICJlCJTOAlCJ同ν0宮 偉大なるトルコの太守で、叡知をまとい、

TOU OTTO[OU 11 yEvEa市TOV吋'TηVl:up[a その一族はシリアの出自、

聞は ほ αUTηVE9pa中ηKEドEτ入eLCJT'EAEu9Ep(a. その地でたいそう自由に育てられた。

また、 A版で約 30行にわたり長々と語られるディゲニスの母イリーニの少女

時代の美貌は、 O版では次のように全く無視されている (0版91・92行 10)0

aaτ 
句
E
E

・



AOlτOV 1] KOp1] EYElVEV VOI10U廿1宮1]AlKlas さて娘は年頃になり、ほがらかに、

K'EU中palVOUVTOVKaL 'XalpOUVTOVμETa E7TlElK(as. 慎み深く、楽しく暮らしていた。

さらに、 G，Z版のディゲニスとエヴゾキアの描写はO版に現れない。 G版の長

さが 3850行、 A版 4778行、 E版 1867行に対し、 O版は 3094行であるから、他

よりも特に短いわけではない。したがって、 O版での人物のエクフラシスの貧弱

さは作品の長さではなく、書き手の噌好に原因があるように思われる。

そこで、O版は人物のエクフラシスに対するこだわりを持っていないように見

える。ところが、ディゲニスに戦いを挑む女戦士マクシムー (0版での名前はマ

クシミリア)のいでたちは意外にも細かく描写されている (2775-84行)。

MaclμlAAa T1]V EAEyav KaL市OVTa入oyo廿 l雪 彼女はマクシミリアという名で、その馬は

m 入入d問AOKaLμωTO首Kal1VEVTηV o8o T1]S. たいそうすばらしく、前進してきた.

To aAoyo 'TTOλ入aKa入aTO ElXεν O'EAAW凶VO， 馬はたいそう美しい鞍を置かれ、

aaVVQ 'TOνE saO'lAlKO TO ElXEV O'TO入lO'凶VO 王侯にふさわしく飾られる.

μE O'lAlsap' oAOXPuO'o，μE O'EA入a O入'aoT1I1l 黄金の手綱に銀の鞍、

Kαl 'saO'TαV K'EL雪 TOXEpl Tl]宝 KOVTaplva TOUσUp1].手に持つ槍を彼に向ける。

Kal EKElVJI宝η中opEO'la市OVEXPUσω戸川・ 彼女の衣装は黄金で、

K' El宮内問中aAl時TOVE間入.aO'aplKW凶νη. 頭には見事なターバンをいだく.

LaPlKl 'TTpaO'LVO 'TOνE ''TTOUゆOPElEV"宮TOKE中aAl 緑のターバンを頭にかぶり、

μE yp仲間Tαo入OXPUO'日間L中日阿αO'lαμEyaA1]. 黄金の文字は大いなる幻想を誘う.

これに対応する描写は他の版にも見られる、例えば E版では、さらに詳細に、

次のように描かれている (AAEC(OV，1985， 1485-97行)。

KaL O'uv <日UTOlS>KaL <1]> Macll10u K'市OVKaL 

yauplaO'μ昼間).

φaplV EKαsaAlKEUO'E， 'TToAAa TITovωpalOν: 騎乗するその馬はたいそう見事。
ヘンナ

ηXUTTj KaL TO oupa8LV TOUμE T1]V XlvEa s日開EVO， たてがみと尾は紅色に染められ、

Ta TEO'O'Epa TOU 0νUXla a吋μlVTO'aπωμEva， 四つの蹄には銀の上塗り、

TO xaALVaplv判官 π入EKTOV同市XpooaAlAou8la. 轡には黄金の花模様が縫い込まれていた。

KαL可中opEO'la廿l宮自即凶併内市OV，叩 pa入λqγ凶νη: 彼女の衣装も素晴らしく、稀に見るもの.

入OUplKlVapyupov中OpEl，8la Al9ωV'TTOAUTlμω円 高価な宝石をちりばめた銀の胸当てをつけ、

問lTO KaO'l8l XU阿 UTOV市OV，'TTapaAAay凶VOV， 上塗りをした児も、黄金の頬当てに

ドETa xpuO'aμETφTTla，ドETOUS xPuO'Ou宮TOUS 黄金の留め金も、稀に見るもの。

マクシムーは彼らとともに、吠えていた。
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ビーバー

TousLa o~uKåCJTOpa ドE TO l1apyapL TapLV ゲートルは藤色の海狸製で真珠っき。

KaL Ta甘OSη凹 TLTσLa竹1宮XPuCJaOLaKEVTLCJμva， 靴には黄金の刺繍がなされ、

Tα 間 以αAaitσαVXU同 UTaK'叫 OL甘TEpνE宮ドE 甲の部分は上塗りを施し、かかとには宝石.

TOU宮A[9ouS'.

nEVTE廿 ]VETTapETpEXOν 町 'φBεKaLaTT・εほ LeEν 五人の将が両側で彼女の周りを固める.

他のピザンツ・ロマンスのように人物の外貌そのものを描写するのではなく、

その人物の身分や性格に関連した服装・所持物を描写の対象とする点が E版の

特徴であり、 1486行以下はその最たるものであるという指摘がある 11)。すると、

O版はより簡略な形ながら、 E版のこの傾向を継続していると言える。

3. rユダヤ娘マルカザの物語J[Legrand， 1877] 

人物の外貌そのものではなく、服装・所持物に関心が向かうという、 「ディ

ゲニス O版」のエクフラシスの特色はどの程度一般性を持つものなのだろうか。

この点を考察するために、ほぽ同時代の恋愛ロマンス「ユダヤ娘マルカザの物

語J (作者不詳)を取り上げてみよう。

エミール・ルグランの校訂本(Legrand，1877)が基にしたベネチア初版本は

1668年刊と考えられていたが、 Benedetto(1993)は内容と年代の矛盾点を指摘し、

原本の成立は 1667年から 1714年の問であると主張する。しかし、いずれにせ

よ 1670年の「ディゲニス O版Jとほぼ同時代の作品である。 rディゲニス」と

閉じ十五音節脚韻詩であるが、 772行とこちらの方がかなり短い。

コンスタンチノープルのファナリ地区に住む富裕なユダヤ商人の娘マルカザ

と没落したアルパニア人貴族ジモスが主人公である。二人の恋愛、駆け落ち、

娘の一族の追跡、ワラキアへの亡命、ワラキア大公との会見、マルカザのキリ

スト教への改宗と続き、幸福な結末に終わる。二人の恋愛に、駆け落ち・追跡

という冒険が組み合わされた構成は、先に見た「ディゲニス・アクリティスj

とかなり類似しており、いわば当世風「ディゲニスJとも言える。

主人公マルカザは登場の初めから実に詳細に描写される。 (11・59行)

TOUTη YT1 EcaKOUCJπ1 Osp1Ja ElXEVμLa 9uyaTEpa この名高いヘプライ婦人には娘があった。

EUyEVL吋 KaLEUl10P中ηwcravTl]v TTEpLCJTEpa' 高貴で、鳩のように美しく、

aCJ甘pη，AEyω， KaL VOσTL問 ELSoAa竹 1宮TaKa入入η， すなわち、色白であらゆる美にあふれでいた、

YLaTL凶CJaTl]S El XEVE悶 LTOU eEOU TηνXap1J' 彼女の中には神の寵愛があったから.

XPUCJo中日VTa中OpEμaTa市OV吋昨日 ¥JOU戸川， 金色の衣をつねにまとい、
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町 ω宮自αU同計内 VEpaI8直前pl即日 π入OUドlcr凶町・ 驚くべき妖精のごとく飾られていた、

市oν.AEγω，εt宮TOKOPl!lαvaAoyαyε凶Tη， すなわち、身体にふさわしく、豪華まに.

λl'YI'TI.中η入時 KaLνoaTl問甘odhα[VαKa9EμaTL・ 華容で丈高〈、目にする者皆とれを賛美した.

Eαv9a，σανTα I!a).).la TTJS， OAOA白川 ω宮甘pE'TT日， 援は金髪、ふさわしく白ぐ輝き、

廿OU'.甘E9uμq問。昼間宮 νacrTEKETaLνaTηV sAETTTJ' 誰もが立ち止まって見とれるほど.

ηTp(Xa吋宮 8EVaAAa(Ev可ドlaα尚 Tηνd入入ην. 援の毛は、不揃いではなく、

cravToxpwa中lacrTpaπTE，宮市凶.Tlα中匂νE(aATJν-黄金のように輝き、目をくらませる。

TO sAE中ap6v吋宮市OVEπAaTuOUXl TTEplcrcrLa， 険はあまりに広すぎることなく、

白山内叩dν TaaAAa吋 SETTpETTE KTJ aUTO [crla， 

Cωyp日中lcrl!Eva9aUI!acrTa 1Iσav Ta 8uo吋宮中pu8la，

OTTOU "宮 aA入ηV叩 avaUTa 8EV中d円lcravTa l8La， 

μaKp臼， μaupaKal Alyva， EUμOp中acruv9E凶 νa，

間t叫 TOya"LTavl TO AEπTO 1IσロV間入oπλEμ凶vα，

悶げapaKaTωaTT'aUTa向。avTa 8uo吋宝凶Tla，

甘OUKa9E vEou TTJV Kαp8lav EKaμνacrl KOμドanα・

EAal!TTαν 叫 αUYEPlVO宮， E中Eyyανω宮ασTEpas，

l1aupa 7TOAAa KaLτ入OUドLOTa叩 av竹l雪甘EPLOTEpaS'

απavw 's oAa lITOVE 8uνqμl TETOla 'sαUTa， 

TTOU Ka9E Eva crEpνQOl，1Taν日U中日下iYLa mUTa， 

YLαTLμEcra TOνEpωTa ELXαννa sacrlAEUTJ， 

間 lKa9EぱOUTηV Kap8laσ中08pava craITTEUTj・

πlV I1UTT]V Tη宮E9φpElE宮叩avy入uμ凶VOVKlOνl， 

Kαt年νOlα(EVαyγ山吋 oAO入EU問問 XlOνl，

Tα ドdγouAaOUK lITαVE T(廿OTεxωνEμI!EVα.

ou8E TTTωXaτEplσσla，ou8・EcωTEVTω凶vα，

ドaA入ovEq，alνoνT日νy入UTTTa0入oxaplTωμtνa，

aO"TTpa KaL KO KKlνdμOp中日 ω宮 po8aドUplcrμぜνa'

ELXEV TOσT61!a廿1宮μlKpOV叩 avTO 8a附 U入l8l，

TaXElAT]竹l宮入叩JOUT(l四回avXP四角 KOYXUAT]，

m86円 la廿 1宝仙ぬEU間町 TO凹 pyaplTapl，

μLKpa， TTUKνa KaL VOcrTlμa， crUv9E凶νaμEXapl， 

ETl8'El宮 d入団 ELXEVEKaL σTpOyyU入d廿ηγOUVl，

甘OUXα8EUT首TTJVE8ElXν'E TTJνKOUpTEOav EKElvη-

o TpaXT]AOS廿 l宮内TOνEUπEpAEUKO宮， yE凶 TO宮，

ouXl TTEpLcrcrlαTL廿OTE宮Ka9apLO宮Kαl8pocraTO宮・

市 UV凶 KpUSAl YOUT(lKOν， VOcrTlμa cruv9E戸ν0宮，

iσOS，ωμOp中OKaドωTOヲ， EUμOp中αpl(ωμ4νo宮・

他の部分のようにふさわしく.

二つの眉は見事に描かれ、

他の乙女には見出せぬもの。

長く、黒く、細く、美しく組み合わされ、

細い飾り紐のように美しく編まれる.

その下には、二つの目、

あらゆる若者の心を千々に乱し、

明星のごと〈輝き、星のごとく光を放ち、

漆黒で、鳩のように飾られる.

その上にはたいそうカが宿り、

誰をも惹きつけ、それ故に命を捨てるほど.

その中には恋が潜み、君臨し、

あらゆる若者の心を矢で射るため。

鼻は彫られた柱のごとく、

雪のように純白の天使に似る。

頬は決して痩けてはおらず、

貧弱でも、外に突き出てもおらず、

まことに愛らしい彫刻のようで、

自く、香しい奮磁のごとき美しい赤。

ロは指輪のごとく小さく、

唇は金色の貝殻のように、少し薄い。

歯は真珠のように真っ白。

小さく、隙間なく、優美に造られる。

さらに加えて、丸い顎、

それは可憐な宮廷の貴婦人の証拠。
うなじ

項はあまりに白く、ふくよかで、
みずみず

ほどよく、滑らかで瑞々しく、

やや長くて、可憐に造られ、

真直ぐに美しい形で、見事にすえられる。

n

，，
 唱
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TOσT時90宮 廿1宮U吋 p入α阿 pOVω宮μap凶pOν 問LXLOVL，胸は大理石か雪のようにたいそう輝き、

orrou同 TαLS'α貯 i悶ほ TOU問。， av9pωπoν0α問 OVEL"その光で全ての者の白をくらませる.

η凶ση 吋宮市OVAL)'V内，町1T] (WC1L吋宮 ωpa(a， 腰は細く、帯は美しく、

。TEyvrifLE戸TpOVEUμOp中OVOσOVη阿 OPε同 π入臼. ほどよくしまり、他にないほどの美しさ.

K皿 T'aAAa廿 lS'avaAoyα EtXEνEηκOUpT白色 他にもこの貴婦人の持つものは同様で、

αUT時， AEyω，η9aUl1aC1吋 K'E1TαLVETlI OspalC1C1a， つまり、この讃えらるべきヘプライ娘の美は、

orrou ELVaL a8uvaγoνηγA(何回開 μLAlIC1!J， 口では語り尽くせぬほど.

約50行にもわたるこのエクフラシスは「ディゲニス A版」のイリーニの描写

(約 30行)以上に詳細である。しかもその順序は、髪→瞭→眉→目→鼻→頬→

口→層→歯→顎→項→胸→腰、と実に生真面目に「上から下へ」を遵守してお

り、 Benedetto(1993)も指摘する通り、ピザンツ民衆文学の人物描写に関する伝統

的な規範を保持している 12)。

ところが、もう一人の主役ジモスの方は外貌が詳しく描写されることがない。

その代わり、マルカザと駆け落ちする際の服装の描写(つまり「ディゲニス E

版」のマクシモ一風)が、短いながら見られる。 (313・322行)

od.時μ0宮古 TOKE中aALTOU ElxEV E問中日はOAL ジモスの頭の頭巾は、

arróμETá~L KOKKLVOザ ayopaC1EvなTT]VrrOALO 都で買った赤い絹製.

KaL中opEllayaAa(LOv時TOVEv8E8uIlEν0雪， そして青い衣を身にまとい、

KQL aTTO凶C1aμE9φpaKa rroAAa KaAa (wcr戸ν0宮・ 内には絢甲と見事な帯をつけていた。

包TT]V8E~láv EKpaTELEV Eν日開KpUKOVTapL， 右手には長槍を握り、

町 orrlC1ωEL宮 TT]ν凶C1T]VTOU C1at竹飢宮間L80~ápLo 腰の後ろには矢と弓.

旨TO机 aytTOU EKp年EγovI1la xpu吋凶xalpa， 脇には黄金の剣を提げる、

orrou凶VO宮 TOUrí~EUpEναrral~百件E TT]V XEpα・ それは彼ひとりが手で扱えるもの。

map凹 TaarraνωTOU EC1Tp日中TavKaLηXO初日V， 彼の上では武器が揺れて響きをたて、

町 OlVEOl a甘， orr[σωTOU 阿 Tá~L 'KoAou90uC1av 0 その後ろを若武者たちが整然とっき従う.

すなわち、 「ユダヤ娘マルカザの物語Jは、他のピザンツ・ロマンスにも見

られる伝統的な人物の外貌描写(それもかなり詳細なもの)と「ディゲニス E

版j に特徴的な服装・所持物の描写とをあわせ含んでいるのである。

4. rインペリオスとマルガロナJ[KpLαpaS'. 1959; Legrand， 1880] 

さらに、同じ十七世紀の他の作品を見てみよう。ピザンツ民衆文学の騎士ロ

マンスは六編が残されているが、写本の数だけでなく、ポスト・ピザンツ期に
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も印刷本の形で出版され続けたという点でもっとも人気があったのが、 「イン

ベリオスとマルガロナ」である。

ピザンツ版「インベリオスとマルガロナ」は 14世紀頃に成立した無脚韻詩で、

古仏語ロマンス Pierrede Provence et la belle Maguelonneの翻案とも言われてお

り、プロヴァンス地方やナポリが舞台となっている。荒筋は他のピザンツ騎士

ロマンスと同様、恋愛と冒険が中核となる。プロヴァンス王の息子インベリオ

スの武勇、諸国遍歴、ナポリ王の娘マルガロナとの恋愛、二人の別離、マルガ

ロナの傷心と出家、二人の再会と展開し、インベリオスの帰国と王国の継承で

終わる。ピザンツ版では、少年時代のインペリオスの美貌が次のように描かれ

る (78-86行)。

包中Tac7EVBwBEKa XPOVWV廿1宝η入LKIasTOV XPOνOV. インペリオス)は十二歳になった。

MαKpU宮市OV叫 TOsepyiv， AL下JO宮叫宮 TO間入dμV' 枝のように丈高く、葦のように筆者で、

η凶町 TOUva EAEYE宮ωpaiovBα貯 U入lBiT<71V. その腰は、いわば美しい指輪。

Ol8u70Uμ台 TOUaVOlKT台， TTapacEVoV TO σ吋90S・肩幅は広く、胸は見事、

TO甘p60'ω吋VTOU EKAaμ甘pOVXlOVlV甘pOO'OドOlaCEl・その顔は雪のように輝きを放つ.
しんし.

TQ  XEIATJ TOU JIO'aνKoKKlva， KlνvasapL s日開Eva， 唇は赤く、辰砂で染められる.

TQ  0l111aTLa TOU oAOl1aUpa Xal10YEAOUνKaL TTai(ouv'目は全き黒、笑みをたたえて悪戯っぽく、

Tα 中plI8taTOU KaTaμaupa，KaドロpωTa，μEyaA<α-

ouBe yu吋 TTapacEVO宮内TOV印 aVEKεivov

眉はまことに黒く、大きく弧を描く。

女性にもこれほどの美形はいない.

1638年にヴェネチアで(同時代の他の韻文作品同様)、各行末に脚韻がつけ

られた印制本が出版された。この脚韻印刷本の荒筋はピザンツ版をほぼ辿って

いるが、インペリオスの描写も非常に類似している。 (77・88行)

ZφTaO'EV BwBEKa XPOνφV，νdμOU竹lS'TJALKia宮， (インペリオスは)十二歳、年頃になった.

中POVll10宮youvKaL TaTTElVO宮町lyλφ'TTTJ宮BEyAU既 ia宮.J思慮深く、控えめで、甘き舌を持ち、

MaKpu宮， ALYVOSKaL印μOp中0宮間lyν叫 TLKO宮μEya入0宮.丈高く、翠箸で、美しく、たいそう賢く、

π日V匂νOO'TO宮KaL中OUドlO'TOSKaL OUT同 ouBEIsaAAo宮. 美しくも名高く、他にふたりといない。

To向。0雪 KaLηO'OU∞uμLaisTOU yEpOVTO宮0μOLa(ouv， その人柄とふるまいは年長者に似て、

6σol BE TOV Es入t甘日O'lV，甘EplσσaTOV 9auμa(ouv' 見る者は皆、深く感嘆する

TO 1TPOσW1TOV TOU EKA日仏叩OV，T日中凶oLa廿AOUlll叩Eva，その顔は輝き、その眉は羽毛のごとく、

TαXEIATJ TOU 'crav KO附 Lνα，μETO sEp(lνsaμ凶νa， 唇は赤く、蓄被で染められる。

TQ  llaTLa TOU oAOl1aUpa甘aiCouv，X叩 oyEAo加Lν. 目は全き黒、悪戯っぽい笑みをたたえ、

KaLTIα l1aA入LaTOU Ta cav9a， OAOl YL'αUTOV AaAOUaLV. 髭は金色、誰もが噂する.
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TαKaλλη 悶 LT，αほ ωμOp中tαi宮臥宮 μLavμ pavα中iνω. その美のことはひとまず置こう、

向。E入国 K'1]ytJνOLKOTOUνaTU)(E aov OUTlIVO. 彼の花嫁も同じようであることを祈って。

描写の順序に若干移動があったり、理解困難な語葉が他の語と置き換えられて
しんしゃ

いる (KLvvasαPL r辰砂(から取れる朱)JとsEPT(ivr蓄穣色J13)) けれども、

全体の構成や描写される部位(顔、唇、目、眉)はそのまま保持されている。

ただし、 「上から下へJの順序はピザンツ版においてすでに遵守されておらず、

印制本でも意識されていない。この作品は伝統的なピザンツ・ロマンスの人物

描写を、ポスト・ピザンツ期においてもそのまま保持する価値があると判断し

た例であろう。

5.ロドス文学

5. 1.エマヌイル・ヨルギラス「ロドスの黒死病J[Legrand， 1880] 

その他のポスト・ピザンツ作品で人物のエクフラシスを含んでいる例を三つ

見ておこう。ヨルギラスの「ロドスの黒死病Jはこの島を 1498・1500年に襲った

疫病を扱うが、詩の構成は緊密ではなく、疫病の描写に島の様々な風習につい

ての断片が繋ぎ合わされている。その中には島の若い乙女たちの外貌・衣装に

関する長めの描写がある (99-119行)。

Aμ戸市XHAoupa陥 αμOUTφpαα宮市t宮中OUμ(aouv! だが今、私のったない口で彼女らを讃えよう。

ηKOpaL宮 OTTOUElTTαμv. TT]S Po80u 1] KoupTEaaL宮 かの乙女たち、ロドスの高貴な娘たちは

Illav ELxoal Tηv中opEalav.φpa')'KlaaaLSKaL 

臥JI.lOLaσ日L宮・

aa甘pal宮内σOV百TO官p6a町 OVKaL KpUOLS El宮

TO TpaXlIAL， 

Tα 同AaTOUπpoaφ廿OUTωV KO町 LVaKOL Ta XE(A1]. 顔の林檎 14)は赤く、唇もまた。

中puBLa~Evoxápaya.ωpaLWTlKá ¥.laTdKLa. 稀有な造りの眉、美しい目、

KaL σT1I91]φaTTEpμap凶 paAEUKa. lluCLd問 νaKta， 胸は大理石のように白く、優しい乳首.

oXpdσEμBaAWllvoσTaL宮，吋aT昨日L宮.aστPOUAaTaL宮，彼女らは小麦粉のように白く、甘美で色白、

KOL KaAo凹帥OT前日pOl宮.ayyEAoμU<1L8aTaL雪・ 美しい顔に、天使の姿。

KaL Tα ドaAALaxpuaa中WTai.cra TIαt宮ηALKWL宮Tων. 金色に輝く援は背丈の長さ、

心入且L宮νaTaxouv aTTA口問問LUAAaL宮 H宮 ある者は編みあげず、ある者は髭を結う。

マロと風ク、ノ-

フ

、

フ

く

し

弘
一
引
々

と

材

瑞

ま

じ

は

を

問

項

装衣

く
の

・

白

い

の

は

揃

風

顔

π入Ecou8aLSTωv. 

Ta8EμaAλla TTOU KpEIlOUVTaL KOl Tl宮νaTa その揺れる髪を誰が語り尽くせよう?

引庁ypa中η;
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avaK'αTα Ile Ta llaXAla vaxovv spu入AaL宮 XP1!CJa中l. 髪に似た黄金のバンドをつけたり、

A仰 E，ooa 7T Àe~01!8lá， OVVTaν ドeTO llapyaplTapl あるいは、真珠で繍みあげたり、

KaL CJKOU中lavaXAal宮8lKT1!ω吋νドeTO 7TOAUVλ.Oyapl.またある者は高価な網の帽子.

問問plσσosepyoA1!Yαほ， attεyαt宮KOpaL宮内σαv， 糸杉の枝のように、非の打ち所のない娘たち.

vεpa8ε宮内 α.yyEAl即位宮間L廿AeovεE吋uσlICJav， 妖精か天使の香を放っ.

Ta CJeLCJ問問lTO A'すylCJ問問lT'αvaν'8pavlσμdνTWV，身体を揺らせ傾けるその姿態、
う怠U

TO KAi凹 T01!TpaXl¥A01! TωV K'αl TO 1!7TOAUγlCJμaVTωv.項の傾き具合、傾げた様.

KaL 7TOla va spE9TjKe中1!x両日中'廿lνロν8plKlaν糾CJTjv どんな男たちの心が

9EωpφVTαTETOlaLS' E1!ドOp中tai宮問問 TaL宮αyαmヤη; この美を目にして、愛さずにいられよう?

疫病とは直接関係のないこの箇所は、詩人がレトリックの腕の見せ所として挿

入したものだろう。眉、目、唇、髪、といったお馴染みの身体部位が描写され

ていくが、髪に関連してバンドや帽子などの衣装にも言及されている。そして、

この後 159行固まで、衣装の描写が40行に渡り延々と続くのである。

5.2. r恋の戯れJ(EpωT01TU(rVLα) [Hesseling & Pemot， 1913] 

「恋の戯れ」と次の「恋歌Jとはロドス島産と確証があるわけではないが、

慣習的にロドス文学に含まれることが多いので、この節で扱うことにする 15)。

「恋の戯れ」は 700を越える恋愛詩の集成であり、 15世紀後半の写本 (Brit

Mus.add. 8241)で伝わる。原本はさらに古く遡り得るから、ピザンツ後期の作品

と言ってもいいのだが、上で見た英雄詩・恋愛ロマンスのような長編の物語で

はなく、心情を直接吐露した短詩であるにもかかわらず、エクフラシスを思わ

せる箇所があるため、ここで取り上げてみたい (221・226行)。

'EcrTEKa El宮廿lv7TopTa CJ01!， Ta 81!O σ01!同M 僕は君の戸口に立ち、君の二つの林槍に

。φp01!V， 目をとめる.

eAaド7TαCJlνTa凶λησOU，TαπaVTEp7TVaCJ01! Kaλλη・ 君の手足は輝き、その美しさはまことの悦び、
じゃこう

TOνμOCJXOν 問lTOV ~1!ÀaÀávμ1!pí'elηEÀlI<:ld CJ01!， 身体は爵香とマンネンロウの香り、

po8a yEllovv Ta Xe(ATJ CJ01!， T日中pu8lacr01!， 唇は蓄積に満ち、眉は爵香に満つ.

'aμ7TETElV 

KaL Tj yAφ。σασ01!ηγ入1!KO入q入口宮 (aXaplVIle 

TO IlEAlV' 

TTjνη80吋νCJ01)EXOPT日σa，K' ECJEV CJTepeuyollal CJE. その魅力にあてられたのに、君はこの手の届

君の舌は甘く、蜜に砂糖.

かぬ人。

唱
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この詩はもっぱら恋する相手の外面描写でのみ成り立っている。より大きな構

造の物語詩に埋め込まれなくとも、エクフラシスが存続し得た例であろう。

5.3. r恋歌J[Pemot.1931] 

ピザンツ民衆文学の多数の作品を伝えることで知られる写本にウィーン写本

ギリシャ神学244番 (Vindobonensis曲eologicusGraecus 244， 16世紀前半)がある

が、三箇所に恋愛詩が書き込まれている。これらも短詩ではあるが、人物の外

貌描写が見られる。例えば次の詩は、前節のものと同様、美の宿る身体部位を

数え上げることで成り立っている。

NO.22 

A吋Tl宮aVE町 p<IAlCTαTaE仰TlKaCTOU KaA入η，

TOτp6CTωπ6v CTOU TO E 1l0P中OV，TUJpl6v CTOU 

TO KE中d入L，

君の魅惑の美に自にして以来、

君の見目よき顔、美しい頭を見て以来、

o VOU宮μOUsla(ELμE，ωPla，νa ElTTφKal va 美しい人よ、我が心は賞賛の言葉を口にせず

παtν正σω に入られない.

Ta KaAAηKaL TE宮O件Op中lE宮TE宮EXEl宮問中OUIlLσω・ 君の持つ優美を讃えるために.
う怠じ

yaLTa問中p1I8aKaL ωpla Kal 仰PllapOTpax~).a， 美しい飾り紐の眉、大理石の項、

Ta XE().T] CTOU EIv<αL KoKKwa， Aa阿 OUVTQ 8u6 唇は赤く、二つの林檎は輝く。

CTOU 11時).a.

また、同じ恋愛の詩でも、より複雑な構造に拡張される場合もある。

NO.69 

QEpωT同日TTOKPlVEVK'首p9EKαl CT1IVTUXEドOU エロスは答え、やって来て私に語りかけた。

KaL aTTo TTjV KPLCTTj OTTOUKplVEV a叩VTOX~ E8WKEμOU' その判断により希望をくれた、こう言ってa

AEyElμou' Av TTjV X仰lCTE宝EKTTjV Kap8Lav CTOU IlECTa，一一お前が彼女を心から追い払ったのなら、

TO中T日LCTlllOV8EV ~TOνE a'ザ aUT中 TTjVKoupTECTa， それは令嬢の過ちではない.

KロLドiAElETTj'; KaL AEYE廿1';'aUT角川町日τaCTE 彼女に語りかけよ.彼女はお前を愛してる。

聞はπOTOVπo90ν 吋宮 ECT1ITTOTE IlTj8Ev Auπaaat， 彼女の熱情をお前は決して案ずるな。

μOVOνドE入6YLa，ドExap台間tμEaKpoCTTlXi8E'; ただ言葉で、喜びと、数え歌もて

Ta KaA入可吋宮 νaTQ TTaLva，; TTOU AaμTTOUV CTaνaKTi8E宮・陽のように輝く美を讃えよ。

-Kupa Ilou， s匂yaTTJ宮間入la宮， TTJ宮8a中VTj';TO 我が姫よ、林絡の細枝よ、月桂樹の枝よ

KAωVaPl， 

吋宮間(oupava，;ηκOp判， KaAo1Isapσdμou pi(α， マヨラナの梢よ、美しきパルサム樹の根よ、

EXEl宮7ην 問中a同vXPUσ時VKaL Tα 科目減LdμETacl， 君の頭は黄金色、その震は綱、
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Eαvea TTOA入aKal甘(<7γoupa，π入E戸νqμE竹 ]VTacT]. 見事な金色の巻毛は、均整に編まれる.

Tα 凶Tla<70U ElνaL印Op中α，μaupa<7av TOμAaVl， 目は美しく、墨のように漆黒、

Tα中pu8laσoudναt肘旧σTa，oμOla(ouvσαvγα'LTa肌，眉は真つ直ぐで、飾り紐に似る.

η凶吋 σOUE(VaL TOpVEUT1I， μα<70upOl<:ov8u入aTT]・ aは形よく彫られ、ほっそりとした糸巻き

ε(<7aL KaL入aKKoTToúyoVVT] KalßEpyoavaÀE~É川・ 頬にはえくぽ、身体は細枝.

απoTaνUXla El雪 竹]VKOp判VÉxwσETTaLνE~ÉVT]. 爪先から頭まで君を讃えた.J 

前半部は語り手に対するエロスの助言、後半部は恋する相手の賛美、という二

部構成であるが、その後半部では、前述の二つの恋愛詩同様、外貌描写の定型

表現が使用されている。

6.ジュストス・グリコス「死の嘆き、生の虚無、神への回帰Jrお pac;， 1970] 

以上で見てきた人物のエクフラシスは、英雄詩・騎士ロマンスの中に埋め込

まれた主人公達の外貌描写であったり、恋愛詩の中で恋する相手の美貌を直裁

的に賛美する場合であった。しかし、エクフラシス自体は対象の細密描写であ

るのだから、恋愛以外の主題をもっ作品一一例えば、アンア・コムネネの史書

やミカエル・プセロスの弔詞一ーでも、応用が可能なはずである。ポスト・ピ

ザンツ期のそのような一例として、グリコスの一種の教訓詩「死の嘆き、生の

虚無、神への回帰」を最後に見ておくことにしよう。

グリコスはベネチア支配下にあったペロポネソスのコロニ KopφVT]出身のカ

トリック系詩人である。この詩は 632行からなる十五音節脚韻詩であり、 1524

年ベネチアにて出版された問。そこで語られるのは、亡くなった親しい人々へ

に対する嘆き、現世のはかなさ、死後の神への回帰である。このうち、最初の

亡き人々への嘆きの部分には次のように書かれている (61・69行)。

nOU 'aTE:，甘aL8aKlaμasi'入tJKla，γOVElSηyaTTT]凶ν'OL，愛しい子供よ、愛する父母よ、どこにいるの、

日BEA'中間 μ日宮市帥i入，TaTa，1TOU 'crre El宮TT]VYTJV 親しい兄弟たち、大地のどこに隠れているの、

KpV~μEνOl; 

nOU EY(VTj<7aV Ta Ka入入η<7as，TTOU Bl匂'ηEドOp中la あなたたちの美はどこ、美はどこへ行った

<7as， の?

η下ベム<7l<7asηTTEpl<7<7lIπou EXa9T] K'∞中la<7as， 失われたあなたたちの知恵は、

Tα~áTla KElναTαy入UKlaK'T]匹。T'ηKO円 U入aTη， あの甘美な目、筆で描かれたような鼻、

TασT1I9T] Ta官自ν年Op加ピη山 P凹 pEVLa甘λd吋， いとも美しき胸、大理石の背、

KpU<7Ta入入OPPOBOKoKKlvaドdγovAaKal XELAapLa 水晶に蓄殺の赤みさす頬と唇、

πplνOKOKKaTα，凶σTl凶悶tγAW<7<7a<7(l宮間9apLa; 樫の実のように赤い、甘く澄んだ舌はどこ?
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口φ宮8EVμ白雪 αlTOKpEVEC1TE，τφ宮8EVaTT1]入oyaσTE; どうして答えないの、返事をくれないの.

全体の調子は悲嘆的なのだが、 「あの甘美な目…」に始まる亡き親族の外貌描

写にはエクフラシス特有の身体部分が現れ、恋愛詩での恋人への賛美を連想さ

せる 17hこのように、ポスト・ピザンツ期においても異なるジャンルの作品に

応用されることで、人物のエクフラシスは生き延びている。

7.結論

ポスト・ピザンツ期の民衆文学の人物のエクフラシスの取り扱いは、作品に

よって異なっているが、廃れてしまったわけではない。

「ディゲニス・アクリティス O版」ではピザンツ期の rG，E版Jとは異なり

人物の身体部位の詳細な描写が見られない。その代わり、 rE版jに特徴的な服

装・所持品へのこだわりが見られる。しかしだからと言って、ポスト・ピザン

ツ期に人物のエクフラシスが時代の噌好に全く合わなくなったということは出

来ない。同時代の「ユダヤ娘マルカザの物語」では実に細かな身体描写と服装

の描写とが並んでみられ、 「上から下へ」の規則も凡帳面に保持されているか

らである。 rインベリオスとマルガロナ・ベネチア印刷本」も「ピザンツ版」

の人物の描写をそのまま受け継いでいる。ただし、この作品ではもはや「上か

ら下へ」が意識されていない。エマヌイル・ヨルギラス「ロドスの黒死病」の

エクフラシスもかなり長いが、身体特徴に服装が組み合わされた描写となって

いる。エクフラシスの存続という点で注目すべきは、ピザンツ後期に遡り得る

短い恋愛詩であろう。ここでは、人物のエクフラシスは、より大きな語りの構

造には組み込まれず、単独で美を賛えあげる機能を持つ。さらに、これらの定

型表現はジュストス・グリコス「死の嘆き」のような恋愛が主題ではない作品

中にも応用されることで、さらなる命脈を保っている。

註

1)この三つの技術が恋愛騎士ロマンス作品を構成する三つのモードに対応して

いることを Agapitos(1991)が指摘している。すなわち、 8l前ημα(短い物語)は

narrative (地の語り)に、前OTTOLlα(仮想弁論)は discoursive(人物の対話、独自)

に、直吋pαO"lS(細密描写)は descriptive(人物・背景の描写)に対応する。ロマ

ンス作品の構成に不可欠な部分に対応するために特にこの三つのレトリック技
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術が重視されたというわけである。

2) Rabe (1969:22). 

3) Hunger(1978:116-120， 170・188)に詳しい。

4) Smith (1999:109).また、 Hunger(1978: 188)。

5)アプトニオス訟やpo(OVTas8E 8ELπpoσωm凶V a而 TWVτ凶TωV E1TL Ta 

TEλEUTαtαi長vαl，TOUTEσTlV a1TO KE中α入内宮佐πiτo8α宮， (Spenge1， 1853-6，11， p.46) 

ミュラのニコラオス:apcoμE9α 民 a1TOTWV叩 φTωV，KαlOUTω宮昼前 TaTEf..EUaLα 

情。μEV・OlOVEi av9pW1TOV x品KOUV・-占xOμEVEv T古kφpaσElVπOKElμEVOV， aπO 

KE加入iisTIIv apXす)vπolησdμEVOlßα8l0Û~EV E1TL Ta KαTa凶pO宝・ (Spengel，1853・6，

I1I， p.492). 

古代修辞学でのエクフラシスの教則、古代の作品での例、ラテン中世への継

承については五之治 (1996)に詳しい。

6) Omatos (1996)はピザンツ人の美意識を分析するため、教父作品、書簡、頒歌、

歴史、年代記、ロマンス等の人物描写を広範囲に調査、 「黒く澄んだ目、黒く

弓なりの眉」が美の理想条件であった、とする。

7) [ ]内は使用テクスト。以下も同様。

8)各版の依存関係はTrapp(1971:46)， Kα入ovapos(1941:AO"T')等に図示されている。

9)原文と訳文中の身体部位は太字で表示する。

1O)A版のイリーニの描写は橘 (1992:34-6)に引用。

11) Ricks (1990: 29) 

12) Benedetto (1993:654) r詳細、やや元長に、手慣れた肖像画家の正確さで」、

「中世民衆文学の美女の描写に関する伝統的な規範に基づいて」描く。Legrand

(1877: 137)も乙女の描写は民衆の美意識に合致することを指摘している。
しんしゃ

13) KlVVasαpl r辰砂Jはアリストテレスに用例がある(Meteorologica，378a26)。中

世語ではKPIAPALがこの「インベリオスとマルガロナJとヨルギオス・スフラ

ンジス (t1477/8年)の用例を挙げている。 sEpT((r蓄積色、赤色」はアラビア

語 ve叫の借用で、 KPIAPALには「インベリオスj と並び、ヴィツェンゾス・

コルナロス「エロトクリトスJ (1713年刊)とセオドロス・モンチェレーゼ「エ

ヴゲナJ (1併6年刊)の例が引かれている。

14)ここでの同Aar林檎」は「頬」のことであろう。但し、 5.2，5.3の引用例の

ように「乳房J を合意することもある(BoúpTa~s， 1993:349・50参照)。また、

KPIAPALの同入O(V)，4) s)や Smith(1999: 115-6)も参照。

15) r恋の戯れJの最初の校訂者 Wagner(1879)はロドス島やヨハネ騎士団への言

戸、uq
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及から、これらの歌がロドス起源である考えた。しかし Beck(1971:183-4)によ

れば、地名が歌の異本によって別の名に置き換えられている点、言語特徴に南

方島峡方言の要素が現れることはあるが、ロドス島の特徴に限定されない点か

ら、とれら全ての詩が同一時期、同一地域に属する乙とはあり得ない。他方で、

MaO"Tpo8W1ITPlJS (1984:35・7)は現代のロドス歌謡との言語的類似点を強調、 「ロ

ドス文学Jの項目に含める。

「恋歌Jの方は様々な方言的特徴が混在している(コンスタンチノープル、

クレ夕、キプロス)が、校訂者 Pemot(1931: 6・7)はドデカニサ諸島起源(したが

って、ロドスも含まれる)を示唆する。

16)写本としてはNeapolitanusGr. III B 27 (1520年)のみで伝わる。なお、詩人

と作品に関する最新の研究はNt間宮 (1993)参照。

17)校訂者 ZWp昭によれば、 61行以下は女たちが愛する者の死を悼む哀悼歌

(μOLpOAOyLOV)で、詩人には当時の民謡の知識があった(忍IJp昭， 1970: 102)。
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The Ekphrasis of Human Physical Beauty 
in the Post-Byzantine Period: 

Based on the Analysis of The Oxford Version of Digenis Akritis 

and Other Vernacular Poems in the 16-17 th Centuries 

Takashi TACHIBANA 

It is widely documented that ancient rhetorical techniques were transmitted to 

Byzantine literature from the classical period. Among them one finds the Ekphrasis 

"detailed description", which grew in popularity, eventually forming an indispensable part 

of the heroic poem and the cavalier romance. In this short study, we attempt to trace the 

changing role of the Ekphrasis during the post-Byzantine period (the 16th - 17th 

centuries), concentrating on the description of human physical beauty. Can we observe a 

continuity between Byzantine and post-Byzantine usage of Ekphrasis in the popular 

romance? Or, does it disappear out of the popular literature, losing its former 

popUlarity? Otherwise, does it continue to exist in altered form? These are the questions 

which we attempt to address below. 

We wish to explore to what extent authors trusted the effectiveness of the Ekphrasis, 

and how it is incorporated in different ways in their works. We will see that the place that 

the Ekphrasis occupies and the role that it plays within the post-Byzantine period varies 

from poem to poem and from author to author. For example, in the Oxford version of 

Digenis Akritis, the author is indifferent to describing human beauty; in its place he 

describes in detail the splendid equipment of a female warrior taking the field. In the 17th 

century rhymed version of Imberios and Margarona, however, the author has preserved 

approximately the same description of the hero as that of the Byzantine version. That the 

popularity of the Ekphrasis was not entirely lost can be demonstrated also by the 

romance of the Jewess Marcada, which has an extremely detailed description of the 

heroine's beautiful appearance as well as the hero's outfit When examining the role of 

the Ekphrasis in the post-Byzantine period, it is also important to look at the love ballad. 

Short love poems collected in the Erotopaignia or those written in the Codex Vindob. 

theo!. Gr. 244 indicate to us that the Ekphrasis of human physical beauty continued to 

survive into the next periods, albeit in a simplified form. 
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